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【目的】我々はγδ T 細胞が MHC 非拘束性に抗腫瘍効果を発揮し、肺がん細胞株、および白血病
細胞株に対して Zoledronate（ZOL）による腫瘍細胞の前処置で増強されることを報告した。今回、
γδ T 細胞の骨髄腫細胞に対する抗腫瘍効果およびその認識機構について検討した。【方法】γδ T
細胞は末梢血単核球を IL-2（100 U/ml）、2-methyl-3-butenyl-1-pyrophosphate（200 µM）存在下で
10～14 日間培養し、増幅・刺激した。骨髄腫細胞株は AMO-1、RPMI8226、U226、OPM-2、EJM、
LP-1 を用い、抗腫瘍効果は 51Cr 放出試験で検討した。【結果】抗腫瘍効果は OPM-2 以外の細胞株
で認め、特に RPMI8226、U266では強力であった。腫瘍細胞株を ZOL で前処置することで EJM、
LP-1 細胞に対する γδ T 細胞の作用は増強し、mevastatin 処理では RPMI8226、U226、LP-1 に対
する効果の減弱を認めた。次に骨髄腫細胞上の接着因子の発現とγδ T細胞の殺細胞作用の関係を
検討した。 ICAM-1 の発現強度と細胞障害との間には正の相関が認められ、抗腫瘍効果は抗
ICAM-1 抗体により阻害された。【結論】γδ T 細胞はメバロン酸代謝産物と ICAM-1 を認識して骨
髄腫細胞を攻撃することが明らかとなり、特に ICAM-1 強発現株には強い抗腫瘍効果を発揮した。
ICAM-1 強発現の骨髄腫症例はγδ T細胞療法の有力な候補であると考えられた。 
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